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研究成果の概要（和文）：社会の真の基盤である自覚的な公民育成のために哲学･倫理学の研究

教育の在り方を探求した。高等学校における「倫理」と内容的に接続する、大学学部 4 年間で

完成する新たな哲学・倫理学専門教育の在り方を構築するための教材を開発するのみならず、

実際に授業実践の中で検証する試みを開始した。この取組の理論的･理念的基礎は、カントの啓

蒙に関する思索の中核にある公民の概念及び古代ギリシヤ哲学以来の弁論術と哲学との関係を

巡る議論の蓄積に関する専門的研究であった。研究の成果は、香港での国際学会、日本哲学会、

日本倫理学会において発表して議論を喚起した。 
研究成果の概要（英文）：We have searched into the ways how to cultivate citizenship as the 
actual social foundation through the philosophical and ethical education, having not only 
developed the educational contents, which follow the subject of high school ‘ethics’ and are 
accomplished in the 4 years in university, but also tried to testify them in the actual lessons. The 
theoretical and ideal basis of this research is, on one hand, the concept of kantian citizenship, 
which is the core of his thought concerning enlightenment, and the special research into the 
relation between rhetoric and philosophy, which has been piled up since the age of ancient 
Greek on the other hand. We presented the result in the international philosophical congress in 
Hong Kong,(2009), Japanese Society of Philosophy(2010), and Japanese Society of 
Ethics(2011) , all raising discussions. 
  
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2010 年度 900,000 270,000 1,170,000 

2011 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 2,800,000 840,000 3,640,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科：哲学  細目：哲学・倫理学 
キーワード：哲学 教養教育 啓蒙 宗教 弁論術 公民 対話 高等学校「倫理」 
 
１．研究開始当初の背景  
大学における教養教育の重要性が指摘さ

れ、その中核にあるべき哲学・倫理学の研究
教育は、専門化した知識と技術ではなく、社
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会の基盤たるべき人間的・倫理的な判断力を
養成する役割を担っている。それは、すなわ
ち公民としての倫理的・総合的・自覚的な判
断力を養成することであるとも言える。公民
の形成とは高等学校「公民」科の目標でもあ
り、大学における哲学・倫理学研究教育と高
校における「公民」科とは目的において帰一
する。しかし、大学において高校「倫理」と
の積極的な接続が、理論的に、あるいはそれ
を踏まえてさらに実践的に、真剣に模索され
たことはほあまりないとも言える状況があ
った。大学専門課程としての哲学・倫理学の
研究教育は、基本的に専門的研究を中心とし
て、また事実上それを目指して行われてきた。
だが、それでは大学に本来求められている自
覚的公民の育成には繋がりにくい。また、高
校「倫理」と接続し、この科目を十分に教え
る力量ある教員を育てることにも繋がりに
くい。特に高校「倫理」は、青年期の課題に
関して古今東西、あらゆる時代に及ぶあまり
にも広範囲の内容をほぼ一人の教員が担当
しなければならないという過酷な要求を背
負い、専門知識を背景に置きつつしかもそれ
に深入りせずに、何をどのように教えるべき
なのかという極めて困難な課題の解決が、た
んに教員の個人的な工夫に任されている。自
覚的公民の育成という観点から見た場合、高
校「倫理」と大学における哲学･倫理学教育
とを包括的に捉え、それに従って実践的活動
を展開する試みを始める必要があった。 

２．研究の目的  
上の状況は哲学、思想を個別専門的に研究

するのみでは打開できない。個別研究を超え、
分野の垣根を越える広範囲にわたる様々な
研究者と、大学及び高校現場の教員が共同で
総合的に研究するチームを作り、個別専門研
究が社会に対してどのようなものの見方を
提示しうるか、それを実際の高等教育におい
て十分に伝えるにはどのような方法がある
のか、具体的な展開のためにどのような教
材・教育内容があるか、といった諸問題を実
践的に追求しなければならない。そこで本研
究の目的は以下の二点であった。 
第一に、社会の真の基盤である自覚的な公

民育成という観点から、大学における哲学・
倫理学研究と教育の可能性を、哲学の伝統的
始原に遡って理論的に明らかにすること。 
第二に、従来型の専門教育が陥りがちな諸

問題を解消するため、高等学校における「倫
理」と内容的に接続するところから開始し、
それを十分に発展させて学部 4年間で完成す
る新たな哲学・倫理学専門教育の在り方を構
築し、真の社会基盤形成に資する人材を育成
する実践的具体的方法に迫ること。 

３．研究の方法  
研究代表者、研究分担者を中心に、大学教

員･研究者と「倫理」「現代社会」の授業を担
当している高校教員とで哲学・倫理学・思想
の広範にわたる分業体制を築いた上で、相互
の討議によって一つの全体的・統合的研究へ
とまとめた。木阪の理論的研究はカントに依
拠する「啓蒙」概念の日本における実践的展
開の可能根拠に関わった。実践研究において
はこれに基づく教材開発を､高校課程を考慮
しつつ大学初年課程において行い、実際の授
業における実践結果を蓄積し、分析、考察し
た上で、共同討議の材料を提供した。また、
ドイツにおけるギムナジウム及び大学初年
課程の哲学・倫理学教育の在り方を現地調査
し、それと日本とを比較検討した。野津も、
木阪と同様に理論的研究を展開し、それに基
づいた実践的教材開発を高校課程及び大学
初年課程において行い、その授業実践を蓄積
して、その分析と考察結果を共同討議に提供
した。野津の理論的究課題は上述のように
「弁論術」であった。 藤井、坂本、齋藤、
大谷、村山は、それぞれインド思想、中国思
想、近現代ドイツ哲学、応用倫理、フランス
哲学において、木阪と野津の理論的研究成果
を踏まえ、それに対応する考察を自らの領域
においても行いながら、高校課程及び大学初
年課程の教材を開発し、実際の授業における
実践結果を蓄積し、分析、考察した上で、シ
ンポジウムや研究会での共同討議の材料を
提供した。東京都高等学校公民科｢倫理｣｢現
代社会｣研究会(都倫研)および、富山県高校教
育研究会公民部会の教員の協力を得て、高校
課程において教材開発を試み、実際の授業に
おける実践結果を分析、考察した。 

４．研究成果  
｢公民」養成という課題を、哲学･思想･宗

教教育という観点から研究した成果は以下
の通りである。まず、哲学教育に関する論者、
あるいは実践において、哲学教育の目標とし
て、自ら考え、哲学することそのものに向か
うことを強調しすぎるあまり、従来型の思想
史知識教育を軽視あるいは蔑視さえする傾
向がしばしば見受けられる。これに対して本
研究は、西洋的哲学を世界諸地域の文化的伝
統の中で相対化しながら、より広く人間の問
題の諸系譜を、諸文化による人類の知的文化
遺産としてとらえて、これを学ぶ中で自らの
問題を位置づけることの重要性を明らかに
した。思想史知識教育と自ら考えることへの
教育とは、哲学･倫理学教育にとっていわば
車軸の両輪である。この主張が国内的にはイ
ンパクトを持ち、様々な議論を喚起した。特
に、学力的に問題を抱える高校生、大学生、
そして哲学･倫理学の専門教育を受けたこと
のない高校教員をどのようにして取り込ん
でいくのかという問題に関して、思想史知識
教育の位置づけは議論に波紋を与えた。哲学
教育の在り方に関する問題と、公民の育成と



 

 

いう課題は、文化の相対性とヨーロッパ的近
代の思想的原理をどのようにして統合する
のかという理論的な問題に直結している。国
際的には、この問題について、カント的な普
遍化可能性原理と文化相対的な実質的価値
原理を統合する方途について議論を展開し
て、国際学会においても注目を引く結果とな
った。より具体的には以下のようになる。 

(1)ギリシヤ哲学 
一方で理論的に、哲学の始原にまで遡り､

大衆への迎合(｢コラケイア｣)という陥穽に
接する｢弁論術｣と哲学的対話に関わるプラ
トン哲学における問題群、アリストテレス
『弁論術』における｢トポス」概念の帰趨に
関わる問題群を整理して、哲学の本来の在り
方を弁論術－修辞学教育との連関で明らか
にした。これは、いわゆるディベートと哲学
的対話の相違を明らかにすることにもなっ
た。 

(2)カントと公民の在り方 
カントにおける啓蒙(＝自覚的自律的判断

能力を有する公民の形成)に関わる問題群を
考察した結果、理性の公的用と私的使用とを
区別するカントの議論が、哲学教育という場
面では複雑な様相を見せることが明らかに
なった。『単なる理性の限界内の宗教』を巡
る筆禍事件に関連して、自らの理性の公的使
用を断念したとも考えられる態度を示すと
ともに、公民と一般国民（Volk）とを区別し
ているのである。これは、哲学教育の在り方
を考えるときに生じてくる微妙でやっかい
な問題、すなわち知的に十分成熟していない
生徒･学生を教育するということと、哲学す
るということとの緊張関係をどのように処
理するのか、ということに関わる問題を示唆
しているのである。 

(3)アジアとヨーロッパ的近代 
香港で開催された国際学会“Kant in Asia”

でのセッション“Kant in Dialogue with 
other Asian Tradition”において、上述の
ヨーロッパ近代の思想的原理と他の文化に
おける実質的価値とを統合する理論を発表
した。 

(4)大学一二年生向け教材コンテンツ 
毎年、国士舘大学文学部倫理学専攻で学生

を対象にして行うシンポジウムにおいて、思
想史知識教育をベースにして、洋の東西と時
代を横断して人間の問題がどのような広が
りの中で展開されるのか、この点を考えなが
ら自らの問題を考え、位置づけることへと繋
げる提題を連携研究者とともに展開した。こ
れは、そのまま授業の教材ともできる形にし
て『国士舘哲学』に掲載誌、学生に供してい
る。 

(5)高校現場での授業コンテンツの試作と実
地授業 
生地･学生への哲学･倫理学教育の焦点の

一つに宗教教育を巡る問題群がある。カント
の公民を巡る思索も理性と宗教との関係の
問題とともに展開されていたが、合理的思考
と宗教とを関係づけながら宗教教育を展開
する課題は特に高校においてはほとんど手
つかずの状態にある。そこで、この点につい
てカントの考え方を基礎においてニーチェ
の思想とキリスト教徒を対比させながら展
開する教材を開発して、富山県の県立高校で
実際に自ら授業展開を試みた。さらに、高等
学校国語科で非常によく扱われている夏目
漱石の『こころ』を宗教教育と連動させる教
材を試作し、依頼して兵庫県の私立高校にお
いて実際に授業展開する試みを実施した。こ
れらの結果を分析検討し、哲学的な宗教教育
の在り方を具体的に展開するための基礎を
得ることとなった。 
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